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私たちが考えるステークホルダー IR活動のお知らせ

　私たち TOMOEGAWAグループは、お客様・株主様・お取
引先・地域社会・従業員など、事業活動に直接関係する方々に
限らず、社会との接点になる団体・官庁・企業・個人なども含め、
すべてをステークホルダーとして捉えています。

　TOMOEGAWAグループは、これらステークホルダーの皆
様に対して、積極的なディスクロージャー（情報開示）を行っ
ていくことはもちろん、皆様との対話を通じて、より良い関係
の構築に取り組んでいきます。

TOMOEGAWA
グループ

●地震対策
●環境への配慮
●社会貢献

地域社会
NPO・NGO

株主・投資家
●リスクマネジメント
●コンプライアンス
●企業価値の向上

お取引先
●良きパートナーシップ
●共同での環境配慮

従業員
●人財育成による自己実現
●働きやすい環境作り

●お客様のニーズに応
えた生産、研究開発
プロセスの提供
●適切な情報提供

お客様

　当社では、IR 活動を本レポートだけでなく、中期経営計画の
進捗報告やプレスリリースなど、さまざまな形で行っています。

　いずれも当社ウェブサイトにてお知らせしています。本レ
ポートではお伝えしきれなかった内容もあり、随時更新してい
ますのでぜひともご覧ください。

サステナビリティレポート 2026
経営管理本部 財務企画グループ
〒 104-8335　東京都中央区京橋二丁目１番３号
https://www.tomoegawa.co.jp

編集方針
　TOMOEGAWA グループでは持続可能な社会の実現と
事業成長のために、サステナビリティ基本方針を策定し活
動を行っています。本レポートでは、当該方針を踏まえ、
TOMOEGAWAグループの活動の報告を行っています。
　皆様からのご意見、ご感想をお寄せいただければ幸いです。

報告組織の範囲
　本文中で「TOMOEGAWA」「当社」と記載している場合は、
㈱巴川コーポレーション（単体）を表しています。
　参考資料
  ■ 環境省「環境報告ガイドライン（2012年版/2018 年版）」
  ■  ISO26000
  ■  GRI（Global Reporting Initiative）「GRIスタンダード」

報告対象期間
　2025 年度（2025 年 4 月 ~ 2026 年 3 月）の、当社および
当社グループの環境・社会・ガバナンスに関する活動を中心に、
一部それ以前の取り組みと、その前後の活動報告を含みます。
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